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・埋め戻しは、良質土を用いて行い、偏荷重とならないよう4辺から均等に埋め戻してください。
・地下水位は、槽底部より50cm以上低いものとします。

・レインセーブNは、建物基礎等の荷重の影響を受けないよう、建物から十分離して
※注意事項

・埋め戻し後は、土被り荷重を含めた鉛直荷重を36kN/m2以下にしてください。
・埋め戻しが完了するまでは、地下水や降雨による浮力の影響を受けないよう排水対策を行ってください。

・レインセーブN上部や周辺でのクレーン作業は行わないでください。

  重機や中・大型車が載らないこと。
・最大埋設深度は、GLから槽底部まで2.5ｍです。

（○部脚位置）

日付図面名称

・上載荷重はＴ-14（普通乗用車程度）にて設計。施工中を含め槽の上部に

レインセーブN　ユニット
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部品図(S=1：25)
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雨水浸透槽構造図

千葉市緑区高田町造成工事

設置数：8基
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貯留量計算式

地下水位は槽底部より常時50㎝以上低いこと

グレーチング蓋
水位点検口Φ100

透水ｼｰﾄ(t-4.0mm)
側面部4面

流入管Φ100

流入桝
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平面図

基礎砕石（t=150㎜）
基礎砂（t=50㎜）

流入管Φ100

管口フィルター

レジコン耐圧蓋300
流入桝

補助ファイル名
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断面図

流出管
φ100

雨水桝φ200

市章無し

注意
バ ケットは 、底に当た る
ま で押し込 んで下さい 。

雨水桝φ200

市章無し

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管Φ100

モルタル防護

50


